
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 技術提案項目抽出の基本的な考え方 

資料５ 



 技術提案項目抽出の基本的な考え方 ー Ⅰ. 耐震技術

Ⅰ. 耐震技術提案 評価項目 － 「安全性の高い耐震性能の確保についての提案」

1. 新市庁舎の耐震性について

新市庁舎整備基本理念にある、「様々な危機に対処できる、

危機管理の中心的役割を果たす市庁舎」を受け、大地震発生後

も業務継続が可能な高い耐震性能を確保します。

○まれに発生する大地震発生後も、構造体の補修を行うことな

く使用でき、人命の安全確保が図れ、災害対策の指揮および

情報伝達などの防災拠点として機能維持が図れる計画かつ、

きわめてまれに発生する大地震後においても、防災拠点とし

て機能維持と管理修繕コストの低減が図れる計画

・確実かつ効率的に事業継続を行うために、大地震時に建

物の揺れを抑制

・超高層建物に大きな影響を与える、長周期地震動による

揺れを抑制

（サイト波の作成方法が適切であることの確認が必要）

・大地震直後から使用できることや長寿命建築に対する

地震動および風荷重による損傷、累積疲労程度の把握

・事業継続のために必要な電気設備、昇降機等機能の合理

的かつ確実な保持

・液状化の可能性がある地盤および支持地盤の傾斜による

影響を充分に検討した安全性の高い基礎構造

○床の歩行振動（鉛直振動）による揺れを抑制

○風の水平振動による揺れを抑制

○津波被害に対し、建物全体の耐力が著しく低下することなく、

防災拠点施設として基幹設備が機能する計画

○天井や外装材などの脱落、落下の恐れがない計画

○将来の環境変化へ追従可能な高いフレキシビリティを持ち、

優れた耐震性能と経済性を両立した計画

※想定地震動に、横浜市地震防災戦略（平成25年4月）による以下

の地震を含みます。

①建物の揺れについて

「元禄型関東地震」「東京湾北部地震」「南海トラフ巨大地震」

②津波浸水について

「慶長型地震」

○大地震直後においても、防災拠点施設として確実な機能維持を図

るため、「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」による構造

躯体の耐震安全性能はⅠ類※1を確保

○人命の安全確保に加え充分な機能確保が図られるものとするため、

「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」による天井や外装材

などの非構造部材の耐震安全性能はＡ類※2

○津波浸水に対しては、構造耐力を確保し、防災関連設備機能を維持

○将来の環境変化、設備等の更新に対応した、フレキシビリティの

高い計画

○性能確保とコスト縮減をバランスした構造計画

○建設地の地盤形状を考慮した、安全性の高い構造計画

○まれに発生する地震及びきわめてまれに発生する地震

には、建物直下において液状化を起こさない対策

○長周期地震動による影響の把握と対策は、国が示す地震動による

解析※3を行い、建物の安全性を確保

○床の鉛直振動や風の水平振動に関して、不快に感じない程度の居住性能

を確保

○建築計画および設備計画と整合した構造計画

○構造部材の損傷評価と維持管理に配慮した構造計画

※1 災害時に最も重要な拠点となる施設に求められる性能で、大地震後に構

造体の補修をすることなく使用できることを目標とし、人命の安全確保

に加えて、十分な機能確保が図られるものとする性能

※2 大地震後、災害応急対策活動を円滑に行ううえ、又は危険物の管理のう

えで支障となる損傷、移動が発生しないことを目標とし、人命の安全確

保に加えて十分な機能確保が図られるものとする性能

※3 超高層建築物の設計において一般的に用いられている「超高層建築物に

おける長周期地震動への対策試案（国土交通省）」に基づいた検討を行

う。今後、内容が更新されることが考えられるため、設計着手時におい

て最新版を用いた検討を行う。

2. 課題項目の抽出

3. 要求水準で求める内容 4. 技術提案で求める内容

企業の持つ高い技術を導入することで、大地震発生後も確実に業務

継続が可能な高い耐震性能を確保できる

6. 効果

1 地震時の安全性確保、地震後の業務継続に関する提案

(1) 在館者の安全確保、業務継続のための総合的な建築計画の考え方

(2) 具体的な構造計画概要と構造耐力上の設計目標値

ア 各階における構造耐力上主要な部材の塑性化の程度

イ 執務室階の床面応答加速度の最大値（gal）

ウ 地上部各階の最大層間変形角の最大値（rad）

2 ライフサイクルを通して、建築物の性能を最適に管理するための構造

計画等に関する提案

3 建設予定地の地盤特性を考慮した構造計画に関する技術的所見

(1) 液状化が懸念される地層に対する基礎等の安全性確保

(2) 工学的基盤の傾斜に対する基礎等の安全性確保

(3) 長周期成分を考慮したサイト波の作成方針

5. 具体的評価項目

基本的な性能の確保 具体的かつ独自な高度技術の提案

実施要領書に表記する内容

○耐震性能について「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」に示

す、耐震ランクⅠ類※1の安全性に加えて、より確実な安全性の確保

と業務継続を実現するため、どのような構造形式を選定し、どの程度

地震時の建物の揺れや変形を抑制するか

（地震時の安全性確保、地震後の業務継続に関する総合的な建築計

画を所見で求める。採用する構造形式、具体的な耐震性能目標値

を定量的項目で求める）

○地震や強風の繰り返し荷重に対するエネルギー吸収部材やその構成

部品等の取り換えなど、構造体の維持管理、ライフサイクルコスト縮減

やフレキシビリティ向上の観点からどのような方針で取り組むか

○建設予定地の地盤特性等をどのように考慮し、構造計画検討やサイト

波作成に際して適切かつ安全側の配慮がされているか

取扱注意・複写厳禁
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「慶長型地震」
企業の持つ高い技術を導入することで、大地震発生後も確実に業務
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 技術提案項目抽出の基本的な考え方 ー Ⅴ．施工計画、設計・施工体制、地域貢献

Ⅴ. 施工計画、設計・施工体制、地域貢献 評価項目 － 「設計・施工のプロセス、体制と地域経済・文化への貢献等についての提案」

1. 施工計画、設計・施工体制について

市の意見を確実に建物に反映し、要求水準や技術提案の内容を

確実に実現させるための事業者の体制、設計・施工時の業務の

プロセス、取り組みに対する思いや姿勢などを確認します。

設計・施工一括のメリットを活かし、確実なコンカレントエンジニア

リングにより工期短縮、デザインも含めた品質の確保、コスト削減の

課題を高度に解決する必要があります。その課題解決を実現する体制

とプロセスを正確に確認、事業者に確約してもらうことが肝要です。

○工程

・工程が非常に厳しいため、設計・施工一括のメリットを十分に活か

す同時併行作業の推進

・厳しい工期を必達する的確な施工計画の策定

○設計

・要求水準及び技術提案による高い品質と質の高いデザインを確実に

具現化するに相応しい確固たる体制とプロセス

・ランドスケープなど幅広い専門スタッフで構成される設計体制

・高い施工技術を適切に設計に反映する体制とプロセスの確保

・設計初期段階から庁内や議会、都市美対策審議会景観部会等と円滑な

協議を行い、意見を正確に確認し、設計に反映する体制・取組姿勢

・可視化した分かりやすい資料による、庁内や議会、その他部会への

丁寧かつ継続的な説明プロセスの確保

・別途発注工事やシステム整備に対する柔軟な設計業務対応と支援姿勢

○施工

・設計内容の施工への確実な反映と高品質を確保する体制・取組姿勢

・計画の特性及び計画地の特徴に合った的確な施工計画

・環境（低炭素）に配慮した施工計画

・地域への経済的、文化的貢献

・別途発注工事やシステム整備に対する柔軟な施工対応と支援姿勢

○コスト管理

・各部門間での情報共有や共同作業を行なうことによるコストの削減

・要求水準を担保した上で、確実なコスト管理の実施

・設計・施工時における、維持管理性を考慮した材料の採用による

コストの削減

○工程

・各種工程の提出

（マスタースケジュール、設計・申請スケジュール、

施工スケジュール、生産・調達スケジュール等）

○設計

・横浜市基準に準拠すること

（設計委託業務共通仕様書・設計委託業務特記仕様書等）

・各種説明資料の作成

（模型・パース等の可視化した資料による庁内、議会等

への説明）

・各種打合せの開催及び打合せ資料の作成

（模型・パース等の可視化した資料による説明）

・設計の承諾及び検査

・要求水準の設計への反映及び確認

・技術提案の確認

○施工

・横浜市基準に準拠すること

（建築・電気・設備工事特則仕様書等）

・工事検査（中間、しゅん工、しゅん工後）

・別途発注工事やシステム整備に対する柔軟な施工対応

○工事監理

・横浜市基準に準拠すること

（建築工事監理業務共通仕様書・建築監理業務特記

仕様書等）

○コスト管理

・設計変更に対する増減管理

・維持管理費を考慮した材料の検討を行うこと。

・長期修繕計画の提示

2. 課題項目の抽出

3. 要求水準で求める内容

○工程、全体実施計画

・設計・施工一括方式のメリットを活かし、懸念される課題に配慮した提案

・工期遵守の為の提案（設計、施工だけでなく生産・調達を含む）

・別途発注工事やシステム整備に対する柔軟な業務対応

○設計・施工体制、取組姿勢

・要求水準及び技術提案による高い品質と質の高いデザインを確実に具現化するに

相応しい確固たる体制とプロセス

・高い施工技術を適切に設計に反映する体制とプロセスの確保

・設計内容の施工への確実な反映と高品質を確保する体制・取組姿勢

・設計初期段階から庁内や議会、都市美対策審議会景観部会等と円滑な協議を行い、

意見を正確に確認し、設計に反映する体制・取組姿勢

・低炭素化に配慮した施工計画

○地域貢献及び環境配慮

・地域社会や文化的活動への参加、地域経済の活性化につながる地域貢献

・定期的な工事広報や現場見学などによる地域とのコミュニケーション促進

・建設を通して様々な取り組みを共有、市民と一緒に作る取組姿勢

・周辺地域の清掃や住環境の保全に対する積極的取組

・周辺地域と現場事務所・作業現場との景観調和の取組

4. 技術提案等で求める内容

理念に基づく計画を、設計・施工一括による利点を最大限に活かし、永く市民に

愛される市庁舎をより良く具現化できる。

6. 効果

5. 具体的評価項目

基本的な性能の確保 具体的かつ独自な高度技術の提案

実施要領書に表記する内容

1 全体実施計画に関する技術的所見

(1) 基本理念及び整備基本方針を踏まえたプロジェクト遂行の為の目標設定と管理

(2) 設計・施工各段階の工程計画検討における課題及び遅延防止に向けた取組み

(3) 別途発注となる工事の設計工程管理における配慮事項と工事発注及び施工管理支援

2 設計・施工体制及び取組みに関する技術的所見

(1) 設計・施工各段階における課題と専門業者を含めた設計・施工体制の考え

(2) 市民に永く親しまれる市庁舎とするための設計体制及び取組み

(3) 施工段階における低炭素化に関する取組み

3 地域貢献及び環境配慮に関する技術的所見

(1) 地域の文化的活動及び地域経済貢献に関する取組み

(2) 現場周辺の環境保全や景観配慮に関する取組み

(3) 設計・施工各段階における市庁舎プロジェクトの関心向上と建築文化の向上

取扱注意・複写厳禁
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・設計・施工時における、維持管理性を考慮した材料の採用による

コストの削減
理念に基づく計画を、設計・施工一括による利点を最大限に活かし、永く市民に

愛される市庁舎をより良く具現化できる。
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